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今年度の発掘調査は、当初計画９遺跡、総面積128,874㎡でスタートし、その後の調
整を経て最終的に10遺跡、127,210㎡が対象となりました。前年度と比較すると、調
査面積はおよそ1.7倍になっています。各遺跡の所在地は、県央部を主体として沿岸地
区の３遺跡を加え、県内４市１町１村に及びました。

今年度の調査成果については、①縄文・平安時代の集落のあり方　
②弥生時代中期の出土遺物の内容　③室町時代の屋敷構造、という３
点にまとめることができましょう。次年度以降も新たな成果が報告で
きるよう、発掘調査に力を尽くしたいと思います。

まとめ

花巻市折
おり

居
い

遺跡では、縄文時代前期から中期初めにかけての大型住居や貯蔵穴などが多数見つかりました。
これらの遺構群は、検出された状況から環状をなす可能性があり、次年度以降も継続される調査が待たれます。
沿岸部では、釜石市太

おお
田
た ばやし

林遺跡や野田村中
なかたい

平遺跡から、早期～前期の竪穴住居やそれに伴う遺物が出土しまし
た。

この他、花巻市山
やま

ノ
の

神
かみ

Ⅱ
に

遺跡、北上市岡
おか

田
だ

遺跡・広
ひろおもて

表遺跡からは数多くの落とし穴が確認され、３遺跡での
総数は、360基以上を数えます。いずれにおいても平面形には溝状と円形の２種類があるほか、仕掛けに関わ
る痕跡に共通性がみられる部分もあることから、内陸部における狩猟の様子を詳しくうかがうことができます。
住田町の中

なかぞね
埣Ⅲ

さん
遺跡では、次年度の本調査に向けた内容確認調査を実施し、晩期の遺構・遺物が見つかってい

ます。

縄文 時代

今年度も、埋没した沢から弥生時代中期の遺物が大量に出土した花巻市天
あまがさわ

ケ沢遺跡の継続調査を行いました。
これらの中には、佐渡を含む北陸地方との関連を示す碧

へきぎょく
玉製の管

くだたま
玉やシカ類と思われる動物形の土製品数点な

ど、極めて特殊な遺物も見られます。

弥生時代

奥州市作
さく

屋
や

敷
しき

遺跡からは、三期にわたる12棟の掘立柱建物とそれらに付属する池状の施設や井戸、区画溝な
ど、一連の遺構群が確認されました。出土遺物から、室町時代14～15世紀代に属するものと考えられます。

中世

平安時代では、関東系と言われる全長の短いカマド施設をもつ竪穴住居が数棟見つかった岡田遺跡、鉄関連
の遺構として炭窯９基が確認された花巻市山ノ神Ⅱ遺跡が挙げられます。また、昨年度に引き続き調査を行っ
た奥州市中

なかばやしした
林下遺跡では、平泉藤原氏時代の溝や土坑、中・近世の遺構が確認され、集落の広がりや性格がさ

らに明らかになりました。

平安 時代

令和５年度の調査概要

参事兼調査課長　濱田 宏



遺跡位置図

No. 遺跡名 所在地 主な時代 調査期間 開発事業名 調査面積 
（㎡）

1 中
なかばやしした

林 下遺跡 奥州市 平安・中世・
近世 9/4 ～ 10/31 一般国道４号水沢東バイパス 1,820

2 天
あ ま が さ わ

ケ沢遺跡 花巻市 弥生 4/17 ～ 7/14 経営体育成基盤整備事業（砂子地区） 2,200

3 折
お り い

居遺跡 花巻市 縄文 7/18 ～ 11/30 農業農村整備事業（農業競争力強化基盤
整備事業経営体育成型　太田地区） 2,036

4 作
さ く や し き

屋敷遺跡 奥州市 中世 10/16 ～ 12/21 経営体育成基盤整備事業（若柳中部地区） 1,465

5 山
やま

ノ
の

神
かみ

Ⅱ
に

遺跡 花巻市 縄文・平安 4/7 ～ 11/30 （仮称）花南産業団地整備 61,875

6 岡
おか

田
だ

遺跡 北上市 縄文・平安・
近世 4/10 ～ 11/30 北部産業業務団地整備 40,100

7 広
ひろおもて

表遺跡 北上市 縄文・平安 4/10 ～ 10/31 北上工業団地整備 15,226

8 太
おおたばやし

田林遺跡 釜石市 縄文 5/1 ～ 8/31 橋野地区消防屯所建設 488

9 中
なかたい

平遺跡 野田村 縄文・平安 4/6 ～ 6/9 野田小学校整備 2,000

10 中
なかぞね

埣Ⅲ
さん

遺跡 住田町 縄文 11/1 ～ 11/30 林業関連施設建設（仮） 表土掘削まで
次年度本調査

計10件10遺跡 総計 127,210

令和５年度 発掘調査遺跡一覧 報告遺跡
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⑧太田林遺跡

④作屋敷遺跡

⑥岡田遺跡

②天ケ沢遺跡

⑤山ノ神Ⅱ遺跡

③折居遺跡

①中林下遺跡
⑩中埣Ⅲ遺跡

⑨中平遺跡

⑦広表遺跡

二戸市

軽米町 洋野町

八幡平市

一戸町

九戸村

久慈市

葛巻町

岩手町

野田村

普代村

田野畑村

岩泉町

盛岡市

滝沢市

雫石町

矢巾町

紫波町

宮古市

花巻市
山田町

西和賀町

北上市
遠野市

大槌町

釜石市

金ケ崎町

奥州市

住田町
大船渡市

平泉町

一関市
陸前高田市

北
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岩手県の遺跡略年表
年代 時代区分 主な事柄 報告遺跡 県内の主な調査遺跡 主な国・県指定史跡

旧
石
器
時
代

大型動物が生息する 遠野市金取遺跡
金ケ崎町柏山館跡
西和賀町大台野遺跡

BC 12,000年
気候が温暖になる 久慈市早坂平遺跡

縄
文
時
代

草
創
期

土器の使用が始まる 岩泉町竜泉新洞遺跡
盛岡市大新町遺跡
軽米町馬場野Ⅱ遺跡

早
期

住田町蛇王（蔵王）洞穴遺跡
盛岡市芋田沢田Ⅳ遺跡

5,000年
二戸市馬立Ⅰ遺跡 （県）大船渡市関谷洞窟

前
期

大規模なムラができる 　花巻市 山ノ神Ⅱ遺跡 宮古市千鶏遺跡 （国）遠野市綾織新田遺跡
漆の本格的な使用が始まる 　北上市 広表遺跡 山田町沢田Ⅰ遺跡

八幡平市長者屋敷遺跡
盛岡市上八木田Ⅰ遺跡

　花巻市 折居遺跡 普代村力持遺跡 （国）奥州市大清水上遺跡

中
期

九戸村田代遺跡 （国）大船渡市蛸ノ浦貝塚
3,000年 岩手町秋浦Ⅰ遺跡

紫波町西田遺跡 （県）盛岡市大館町遺跡
盛岡市山王山遺跡 （国）宮古市崎山貝塚
盛岡市柿ノ木平遺跡 （国）一戸町御所野遺跡

後
期

洋野町西平内Ⅰ遺跡 （国）北上市樺山遺跡
2,000年 平泉町新山権現社遺跡 （県）田野畑村館石野Ⅰ遺跡

軽米町長倉Ⅰ遺跡
盛岡市川目Ａ遺跡 （国）北上市八天遺跡

1,000年
晩
期

亀ヶ岡文化が広がる 大船渡市上鷹生遺跡 （国）大船渡市下船渡貝塚
八幡平市曲田Ⅰ遺跡

300年
北上市大橋遺跡 （国）大船渡市大洞貝塚

弥
生
時
代

稲作が始まる 北上市金附遺跡
金属器の使用 一関市谷起島遺跡

滝沢市湯舟沢遺跡

AD 300年
卑弥呼が邪馬台国王となる 岩泉町赤穴洞穴遺跡

古
墳
時
代

400年
大和朝廷が国家統一を進める 奥州市高山遺跡
古墳が各地につくられる

奥州市中半入遺跡 （国）奥州市角塚古墳
仏教が伝わる 北上市猫谷地遺跡

600年 奥州市膳性遺跡 （県）矢巾町藤沢蝦夷森古墳
大化の改新 宮古市長根Ⅰ遺跡 （国）北上市江釣子古墳群

山田町房の沢Ⅳ遺跡 （県）岩手町浮島古墳群

古

代

奈良時代
奈良に都がつくられる（平城京） 奥州市杉の堂遺跡

（県）岩手町仙波堤遺跡
800年

　
　
平
安
時
代

京都に都がつくられる（平安京） 盛岡市台太郎遺跡
胆沢城や志波城がつくられる 軽米町皀角子久保Ⅳ遺跡 （国）奥州市胆沢城跡
各地に荘園が広がる 花巻市 山ノ神Ⅱ遺跡 宮古市島田Ⅱ遺跡 （国）盛岡市志波城跡

　北上市 広表遺跡 二戸市飛鳥台地Ⅰ遺跡 （国）矢巾町徳丹城跡
1,000年 前九年合戦 一関市河崎の柵疑定地 （国）金ケ崎町鳥海柵跡

後三年合戦
奥
州
藤
原
氏

時

　
　
　
代

奥州市接待館遺跡
奥州市衣の関道遺跡 （国）柳之御所・平泉遺跡群

中

世

奥州藤原氏の滅亡 平泉町柳之御所遺跡 （国）一関市骨寺村荘園遺跡
1,200年

鎌
倉
時
代

鎌倉幕府の成立
盛岡市繋Ⅲ遺跡

元寇

  

室
町
時
代

室町幕府の成立 花巻市笹間館跡
1,400年 一戸町一戸城跡

紫波町柳田館跡

応仁の乱
久慈市久慈城跡

戦
国
時
代

遠野市篠館跡
安
土
桃
山

時

　
　
代

豊臣秀吉が全国統一 宮古市山口館跡 （国）二戸市九戸城跡
1,600年 関ヶ原の戦い 奥州市北館跡 （国）盛岡市盛岡城跡

近

世

江
戸
時
代

江戸幕府の成立 （国）北上市・金ケ崎町南部領伊達領境塚
鎖国が始まる

紫波町栗田Ⅲ遺跡
1,800年

大政奉還 遠野市佐比内鉄鉱山跡 （国）釜石市橋野高炉跡
（県）釜石市栗林銭座跡

近
代 明治

明治維新 住田町子飼沢Ⅱ遺跡 （国）奥州市高野長英旧宅
1,900年
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令和４年度からの継続調査で、古代から近世にかけての遺
構・遺物が見つかりました。写真は平安時代と中世の溝が交
差している様子です。他にも中世の墓などが確認されました。

今年度は表土剥ぎと一部の遺構検出を行い、縄文時代晩期
の遺構・遺物を確認しました。写真は、縄文人が石を並べた
配石遺構の一部と考えられます。本格的な調査は、次年度に
実施する予定です。

令和４年度からの継続調査で、前年度に引き続き縄文時代
前期の方形及び大型竪穴住居とこれに伴う貯蔵穴が見つかり
ました。大型竪穴住居は、作業員の皆さんが入っても余裕の
ある広さです。

過去の調査では奈良時代と平安時代の集落が確認されまし
たが、今回調査した遺跡北西部からは中世の居館と考えられ
る掘立柱建物群や井戸、池のほかにこれらをめぐる可能性が
高い溝が見つかりました。

令和３・４年度からの継続調査で、縄文時代前期と平安時
代の集落、縄文時代の落とし穴が見つかりました。これまで
の調査で縄文時代は集落から狩猟場への変遷が捉えられてお
り、狭い丘陵上を巧みに利用していることがうかがえます。

令和４年度からの継続調査で、前年度調査区西側から縄文
時代の落とし穴と平安時代の集落域が見つかりました。なか
でも、落とし穴は２カ年で約450基を確認しており、長期間に
わたり狩猟の場として利用されてきたことが分かります。

令和４年度からの継続調査で、今年度も調査区中央に見つか
った埋没した沢跡から、弥生時代中期を中心とする遺物が多く
見つかりました。小高い丘の上に、この時期の集落が広がって
いると推測されます。

中
なかばやしした

林下遺跡 奥州市［平安時代・中世・近世］

中
なかぞね

埣Ⅲ
さん

遺跡 住田町［縄文時代］

太
おおたばやし

田林遺跡 釜石市［縄文時代］

作
さ く や し き

屋敷遺跡 奥州市［中世］

中
なかたい

平遺跡 野田村［縄文時代・平安時代］

岡
お か だ

田遺跡   北上市［縄文時代・平安時代・近世］

天
あ ま が さ わ

ケ沢遺跡 花巻市［弥生時代］

報告遺跡以外にも、多くの発掘調査を行っております。調査の内容を簡単にご紹介します。
P.2に遺跡No.と遺跡位置図

遺跡No.１

遺跡No.４

遺跡No.２

遺跡No.６

遺跡No.８

遺跡No.９

遺跡No.10

遺跡紹介
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█ はじめに
　山ノ神Ⅱ遺跡は、花巻市山の神地内に所在し、豊沢川南岸の中位段丘上に立地していま
す。花巻駅からは南に約3.3㎞のところにあります。
　花巻市（仮称）花南産業団地整備事業に伴って発掘調査が行われ、縄文時代や平安時代の
遺構や遺物が見つかりました。今回は主に縄文時代の様相について報告します。
█ 遺跡の内容
　見つかった主な遺構は、縄文時代の落とし穴188基、貯蔵穴６基、土坑１基、平安時代の炭窯
９基、時期不明の焼土１基などです。遺物は、縄文時代の土器片や石器類が十数点出土しました。
　縄文時代の落とし穴は、平面形が四角形と溝状のものに分けられます。四角形の落とし穴は
164基あり、調査区の広い範囲から見つかっています。長軸方向で1.6～1.3ｍ、短軸方向が1.0～
0.7ｍのものが中心ですが、最大のものは2.2×1.9ｍあります。これらの落とし穴群は同時に存在
していたのではなく、時期差、変遷が想定されますが、全体としては北西－南東方向に列を成す

四角形の落とし穴 落とし穴の底に小さな穴を伴う

遺跡全景（南から）

花巻市
縄文時代前期（およそ7,000～5,500年前）・平安時代（およそ1,100年前）

山
や ま

ノ
の

神
か み

Ⅱ
に

遺
い

跡
せ き

縄文時代の狩猟場
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ように分布しています。また、十
と わ だ

和田中
ちゅうせり

掫火山灰（約6,200年前に降下）に覆われているものが多
くあり、落とし穴が使われていた時期がこれによって想定可能となったことも成果の一つといえ
ます。溝状の落とし穴は24基見つかり、長軸方向で3.6～1.9ｍ、短軸方向が0.7～0.5ｍあります。
２～３基が並んで造られているもの、単独であるものなどが見られます。四角形の落とし穴より
時期は新しいようです。貯蔵穴は調査区の中央付近からまとまって見つかりました。短期間です
が小規模な集落があったことが分かりました。
█ おわりに
　今回の調査で、落とし穴の存在から縄文時代の前期以降、狩猟場であったことが明らかになり
ました。見つかった落とし穴は188基にのぼり、長期間に
わたり狩猟が繰り返されていたようです。また、竪穴住
居は見つかりませんでしたが、貯蔵穴が複数確認された
ことから、短い期間、小規模な集落があったことも分か
りました。
　平安時代の炭窯は地面を四角形に浅く掘り下げただけ
の簡素なつくりのものです。この炭窯の中には10世紀初
め頃に噴火したとされる十和田ａ火山灰が見られました。

主任文化財専門員　杉沢 昭太郎 並んで見つかった溝状の落とし穴
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縄文時代前期の竪穴住居

上空から見た広表遺跡（北から）
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█ はじめに 
　広表遺跡は北上市村崎
野21地 割 地 内 に 所 在 し、
北上川の支流である飯

いいとよ
豊

川右岸の砂礫段丘上に立
地しています。調査地点
は段丘北端部の斜面地に
あります。この度、北上
工業団地整備事業に伴っ
て、15,226㎡ の 発 掘 調 査
を行いました。

北上市
縄文時代前期（およそ7,000～5,500年前）・平安時代（およそ1,100年前）

広
ひ ろ

表
お も て

遺
い

跡
せ き

縄文時代～平安時代の集落と狩猟場

█ 遺跡の内容
　主な遺構は縄文時代の竪穴住居５棟、落とし穴 61 基、土坑 26 基、焼土遺構３基、平安
時代は竪穴住居１棟で、他に時期不明の柱穴状土坑 21 個などです。
　集落の中心となる竪穴住居５棟は、いずれも調査区東側で見つかりました。主体となる
時期は、縄文時代前期と考えられます。形状は楕円形ないし長方形で、規模は最大で長さ
が７ｍを超えるものもあります。住居の床面には屋根を支えるための柱穴や調理を行った
炉跡と考えられる焼土、住居の壁際には壁を保護するための材を埋め込むために掘られた



縄文時代の竪穴住居の床面から見つかった土器

平安時代の竪穴住居

縄文時代の落とし穴
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と考えられる溝などの痕跡が確認さ
れ ま し た。 ま た、 住 居 内 か ら は、 土
器や石器も出土しています。
　平安時代の竪穴住居は調査区東側
の平坦部で、縄文時代前期の竪穴住
居 と 重 な っ て １ 棟 見 つ か り ま し た。
検出した場所から、床面までの深さ
は約 70㎝あります。埋まった土の中
からは土

は じ き
師器・須

す え き
恵器などの土器の

ほか、砥石など生活に使用された遺
物が出土しています。東壁のやや南
寄りの場所にカマドが設けられ、付
近の床面の一部は焼けて赤く変色し
ていました。 また、 煙を屋外に排出
するための煙

えんどう
道がトンネル状に掘ら

れ、住居の壁面から約 80㎝東側の場
所 に 煙 を 出 す 穴 が 確 認 さ れ ま し た。
時期は埋まった土の中に 915 年に降下
した十和田a火山灰が堆積しているこ
とから、竪穴住居の年代は 915 年より
古いことが分かりました。
 今回の調査で最も多く見つかった遺
構は落とし穴で、形状は円形・楕円形・
溝状など様々です。これらからは遺
物が出土していないために大半のも
の が 時 期 の 詳 細 が 分 か り ま せ ん が、
いくつかの落とし穴には、約 6,200 年
前に降下した十

と わ だ
和田中

ちゅうせり
掫火山灰と考

えられる明黄褐色ブロックを含むも
のがあり、縄文時代前期前葉以前の
可能性があります。

█ おわりに
　今回の調査で、遺跡の立地する場所が縄文時代から平安時代までの間、集落や狩猟場として利
用されてきたことが分かりました。飯豊川右岸の段丘下流域には、他にも本遺跡と同じ時代の遺
構や遺物が見つかっている成田遺跡や成田岩田堂館跡などがあり、周辺地域一帯が縄文時代以
降、断続的に生活の場として利用されていたと考えられます。

 主任文化財専門員　溜 浩二郎
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█ はじめに
　折居遺跡は、花巻市太田地区に所在し、遺跡の西側から北側を周り込むように流れる
寒
さむさわ

沢川によって形成された、標高約 120mの段丘上に立地しています。この段丘は、寒沢
川の流れる北西側に向かって緩やかに傾斜しており、地形に合わせて造成された平坦な田
面が数枚にわたって広がっていました。発掘調査は、農業農村整備事業に関連して実施し、
今年度は主に調査対象区域東側の調査を進め、2,036㎡の調査が終了しました。
█ 遺跡の内容
　今回の調査では、段丘の頂上部にあたる北側を主体に竪穴住居 10 棟、大型住居６棟、
竪穴状遺構 13 基、貯蔵穴２基、墓坑１基、土坑 29 基などの遺構が見つかり、縄文時代前
期末から中期初頭にかけて集落が営まれていたことが分かりました。また、調査区中央を
北西から南東に横切る沢跡を挟んで南側からは、縄文時代前期初頭と考えられる円形の落
とし穴５基が一定の間隔で並ぶように見つ
かり、狩猟場として機能していたことも分
かりました。
　なかでも特筆すべきは、縄文時代前期末
頃の大型住居が複数棟見つかった点です。
ここで言うところの大型住居とは、長辺８
ｍ以上の規模で、平面形が長楕円形や長方
形をした竪穴のことを指します。県内では、
縄文時代前期初頭から中期前半の遺跡で、
類例が見られます。建物が大きいため、屋

調査区遠景（南東から）

花巻市
縄文時代前期末～中期初頭（およそ5,500～5,000年前）

折
お り

居
い

遺
い

跡
せ き

縄文時代の大型住居が見つかった集落

縄文時代前期末～中期初頭の集落
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根を支える柱も多く、中央の軸線上に炉（火を焚いた跡）が複数並ぶのもこの遺構の特徴で
す。また、同じ場所で、建物の作り替えや拡張などを行うためか、壁

へきこう
溝や柱穴が何重にも

めぐる例もいくつか見られます。従来は、集会所や宴会場のような施設ではないかとされ
てきましたが、近年では、複数世帯が同居した長

なが
屋
や

のような建物とする説が有力視されて
います。
　集落内における分布の傾向としては、集落の核心部により近いと考えられる北東部に軸
線方向をずらすような形で大型住居が分布し、その南側の沢跡周辺に、径５～６ｍ前後の
規模の円形・楕円形の竪穴住居が分布する傾向があるようです。
　遺物は、大

だい
木
ぎ

６式と呼ばれる縄文土器が
沢跡のほか、廃絶後の竪穴住居や土坑から
大量に見つかり、40ℓのコンテナ換算で75
箱出土しています。石器では、石

せきぞく
鏃や石

いしさじ
匙

をはじめとした剥
はくへん

片石
せ っ き

器のほか、石
せきすい

錘や敲
こう

磨
ま き

器などの礫
れき

石
せ っ き

器が見つかっており、狩猟
や漁労を中心とした採集生活を送っていた
ことがうかがえます。土偶や玦

けつじょう

状耳
みみかざり

飾など
の土製品・石製品も少数ながら見つかりま
した。
█ おわりに
　花巻市内では、大型住居が見つかった遺跡は
今までで３例ほどと数が少なく、太田地区での
発見例は今回の調査が初めてで、縄文時代の地
域社会を解明するうえで貴重な調査成果といえ
ます。集落内の遺構の分布にまとまりが見られ
ることから、意図的な遺構配置を持った集落で
あった可能性が高いと考えます。調査は、次年
度も継続しますので、今後の調査で集落の全容
を解明していきたいと考えます。 

文化財調査員　野中 裕貴

大型住居全景

大量の縄文土器が出土した土坑

大型住居から出土した大量の縄文土器

墓坑から出土した玦状耳飾
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ご案内

や

埋蔵文化財センターでは様々な体験学習を行っており
ます。お問い合わせやご相談を、お待ちしております。

施設見学 体験教室

ホームページも随時更新中！
イベント情報や遺跡情報などを掲載しています。
是非ご覧ください。

縄文文化には、 南北に長く多様な自然が存在する

日本列島で、 何度も気候の変動を受けながら、 １万

年以上もの長い間、 同じ範囲で同様の物質文化が

続いていました。 持続的な社会を目指すことが必要

とされている現代において、 この環境と調和した縄

文文化は、 大きな注目を浴びています。

では、 縄文人はどうしてこの長い文化を続けること

ができたのでしょうか？その秘訣は彼らの暮らしに隠

されています。

土器や石器といったモノや科学的な分析から、 い

かに縄文時代の生業や文化を復元していくのか。 新

しい研究成果をふまえつつ、 縄文人の衣 ・ 食 ・ 住

に隠された知恵と技術、 文化の特徴について紹介し

ます。
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開 場

開 会

12︓20

12︓50

13︓00
～

14︓30

第一部　埋蔵文化財公開講座（1 時間30分）

『 新しい手法から　　　　　　
　　　　縄文時代の暮らしを探る 』

講師　弘前大学人文社会科学部教授　　　
上條 信彦 氏

14︓30

14︓45
～

16︓10

16︓10

16︓20

休 憩（15 分）

第二部　発掘調査遺跡報告会（１時間25 分）

令和５年度の調査概要（14︓45 ～ 14︓50）

報告１

報告２

報告３

参事兼調査課長　濱田 宏

山ノ神Ⅱ遺跡

広 表 遺 跡

折 居 遺 跡

花巻市

北上市

花巻市

主任文化財専門員　杉沢 昭太郎

主任文化財専門員　溜 浩二郎

文化財調査員　野中 裕貴

講　評

閉 会

閉 場

（15︓15 ～ 15︓40）

（14︓50 ～ 15︓15）

（15︓40 ～ 16︓05）

弘前大学人文社会科学部教授
講師

紹介 上
かみじょう

條 信
のぶひこ

彦氏

1978年長野県生まれ。 2021年から現

職。 弘前大学北日本考古学研究セン

ター センター長。 青森県考古学会会

長。 先史考古学を専門とし、 主に縄

文時代の食料加工技術をテーマに研

究を行っている。 著書に 『縄文時代に

おける脱殻 ・ 粉砕技術の研究』 （六一

書房） など多数。

令和５年度埋蔵文化財公開講座

新しい手法から縄文時代の暮らしを探る




